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1884‒1952 年』（勁草書房、2005 年）、김옥주「京城帝大医学部의 体質人類學 ｣（『醫史學』第 17巻第 2号、
2008 年）、박순영「일제 식민통치하의 조선 체질인류학이 남긴 학문적 과제와 서구 체질인류학사로부터
의 교훈 ｣（『비교문화연구』第 10号、2004 年）。
2	 松田薫『血液型と性格の社会史』（河出書房新社、1991 年）、ジェニファー・ロバートソン（堀千恵子






































4	 Peter Duus, The Abacus and the Sword: The Japanese Penetration of Korea, 1895‒1910 (University of California 
Press, 1995), pp. 8‒11.












































































　1901 年、オーストリアの免疫学者 Karl Landsteiner による血液型の発見は、19 世以後
10	 駒込武「「帝国」論への提言─「帝国のはざま」から考える」（『年報日本現代史』第 10 号、2005 年）。











　血液の類型で人間を四つに分類しうるという Landsteiner の発見 13 は、単なる医学的発
見に限られるものではなく、それを越えて同時代の人々の社会的想像力、特に人種学的
想像力を刺激する機会にもなった。ドイツの内科学者 Emil von Dungern は動物の血液
型調査を通して、大部分の哺乳類は B 型であり、チンパンジーと人にのみ A 型が見出さ
れることを発見し、血液型の起源と進化、遺伝問題に関心を持ち始めた 14。彼はドイツの
72 家系、348 人を対象として血液型調査を実施し、血液型が世代間でメンデルの法則に
従って遺伝するということを確認し、その結果を弟子 Ludwick Hirschfeld と共著で発表し
た 15。Landsteiner が血液型を発見した時点からすでに人種主義的な思考が、血液型研究の
発展に重要な動機として作用し始めたのである。




軍隊および付近の住民、16 ヵ国の約 8,500 人を対象にして血液型調査を行った。この調
査結果を発表したのが、1919 年 10 月 The Lancet 誌に掲載された「異なる人種間の血液
の血清学的差異―マケドニア前線においての調査結果（Serological Difference between the 
Blood of Different Races: The Result of Researches on Macedonian Front）」という論文である
（図 116）。 
　この論文において Hirschfeld は、異なる人種や民族の間に現れる血液型分布の差異を
表す指数として「生化学的人種係数（Biochemical Race Index ＝　　　　　　）」を提示し





12	 黃尙翼『역사 속의 醫人들』（서울대출판부、2004 年）、229‒280 頁。
13	 実際に 1901 年の Landsteiner の論文では、三つの血液型集団だけが明らかになった。四つめの血液型集
団の存在については、翌 1902 年に Landsteiner の弟子にあたる Castello と Sturli が究明した。
14	 松田薫、前掲書、35‒40 頁。
15	 Laurence H. Snyder, The Inheritance of the Blood Groups,” Genetics  9, 1922, pp. 467-468.
16	 Ludwick and Hanna Hirschfeld, Serological Difference between the Blood of Different Races: The Result of 




























図 1　Hirschfeld の The	Lancet 掲載論文




した Verzar と Weszeczky（1921）は、人種係数で見ればドイツ人が 2.9、ハンガリー人が







カで 1910 年代から血液型研究の普及のため熱心に活動していた医学者 R. Ottenberg は、
Hirschfeld をはじめとする血液型研究の成果を吸収し、血液型人類学の分類体系をさらに
精緻化したが、その作業は、当時の血液型研究の傾向を特徴的に示していると言えるだ






ば、人の血液型のうち A 型と B 型は胎生 6 ヶ月以後に、AB 型は胎生 3‒6 ヶ月の間に観察
され、3 ヶ月以前までのすべての胎児の血液型は O 型である。これは、B 型を最も古い血
液型だと考えてきた戦前までの研究を覆すものとして、固体発生が系統発生を繰り返す
ものだとすれば O型が最も原初的な類型でありうるということを強く示唆している。
　さらにアメリカのコーネル大学の免疫学者である Arthur F. Coca はアメリカ・インディ
アンの血液型調査を通して Hirschfeld の分類法が間違っていることを強く示唆する論
文を発表した 19。彼は 947 名のインディアンを調査したが、その結果は O 型 77.7%、A 型
20.1%、B 型 2.1%、AB 型 0.4% であったと報告した。この人種係数は Hirschfeld の分類法









学会雑誌』第 40 号、1922 年 12 月） 4‒5 頁による。
18	 R. Ottenberg, A Classification of Human Races Based on Geographic Distribution of the Blood Groups,” The 
Journal of the American Medical Association 84(19), 1925.
19	 Arthur F. Coca & Olin Deibert, A Study of the Occurrence of the Blood Groups among the American 








ハンガリー人などを O 型の比率が低い「湖南型」として独立させ、Hirschfeld の「アジア
‒ アフリカ型」も O 型の比率が B 型の比率より低い「インド ‒ 満洲型」と O 型の比率が高
い「アフリカ ‒ 南アジア型」に分けた。Hirschfeld の分類体系であれば「ヨーロッパ型」
に分類されなければならないアメリカ・インディアン、オーストラリア原住民、エスキ
モーなどは「太平洋 ‒アメリカ型」として独立させた 20。





































町穂積は朝鮮と満洲に赴き、ソウルや平壌で朝鮮人の血液型事例 363 件、中国の東北 3
省（奉天省、吉林省、黒龍江省）における満洲人の血液型事例 199 件を蒐集した。1922
年にはこれらの資料に基づいて、朝鮮人の人種係数は 1.16 の中間型の下位範疇に該当し、























AB A B O
関東 104,060 9.11 37.39 22.18 31.32 1.49
奥羽 28,522 9.41 36.36 22.73 31.50 1.42
東海 48,429 9.04 38.01 22.06 30.89 1.51
北陸 73,030 9.75 37.14 22.53 30.58 1.45
近畿 52,425 9.39 38.68 21.74 30.19 1.45
中国 29,965 9.58 39.96 21.34 29.12 1.55
四国 19,437 8.90 41.04 21.13 28.93 1.60
九州 124,105 9.62 39.48 20.75 30.15 1.66
北海道 9,674 9.37 37.04 21.90 31.69 1.62
489,647 1.53






















































24	 平野林・失島登美太「人血凝集反応ニ就テ」（『軍医団雑誌』第 157 号、1926 年）、中村慶「血液種属ト
兵卒ノ個性ニ就テ」（『軍医団雑誌』第 169 号、1927 年）、岩波浩「海軍兵学校生徒の血液型と諸観察」
（『犯罪学雑誌』第 5巻第 4号、1932 年）など。 




















獄の囚人などをその対象に、在朝日本人 502 名、朝鮮人 1167 名の血液型を調査し、その
結果を 1922 年 7 月に『東京医事新誌』第 2299 号に発表した。その後、これに忠北と全南








AB A B O
平北 (354) 7.6(27) 27.4(97) 34.5(122) 30.5(108) 0.83
京畿 (311) 7.1(22) 32.8(102) 32.8(102) 27.3(85) 1.00
忠北 (112) 12.5(14) 36.6(41) 33.0(37) 17.9(20) 1.08
全南 (171) 12.9(22) 41.5(71) 15.7(44) 19.9(34) 1.41


































学会雑誌』第 40 号、1922 年 12 月）、281 頁。
27	 黒板勝美「朝鮮の歴史的観察」（『朝鮮』第 78 号、1921 年）、57 頁。
28	 黒板勝美、今西龍など、1910‒20 年代に朝鮮総督府の嘱託になり官学者として活動した日本人歴史家た

















調査が 1931 年に「東照宮三百年記念会」より 450 円、33 年と 34 年に「帝国学士院」より
1,350 円など、京城帝大の他の教室に比べ圧倒的な財政的支援を受けていたこともこれを
例証している。
　1934 年まで計 4 年間にわたる法医学教室の朝鮮人の血液型調査は、朝鮮全域を大きく
北部・中部・南部の 3 個の圏域に分けて行われた。調査地域としては北部にあたる咸南、
咸北、平南、平北の 4 道から 19 ヵ所、中部にあたる江原道の 1 道から 3 ヵ所、南部にあ
たる慶南、全南の 2 道から 10 ヵ所、そして行政的に全南に入れられていたものの、言語
































AB A B O
朝鮮北部 11,093 9.81 30.60 31.07 28.51 0.99
朝鮮中部 6,468 9.60 31.49 29.70 29.21 1.05
朝鮮南部 6,465 11.37 35.99 26.67 25.79 1.25
朝鮮全体 24,026 10.25 37.34 29.53 27.88 1.07
　既成の朝鮮人の血液型に関する調査が、調査の限界を意識して朝鮮人全体の平均的な
人種係数を論文に明示できなかったのに対し、法医学教室のこの研究は統計技法の厳密
性に基づいて朝鮮人全体は 1.07、朝鮮北部は 0.99、朝鮮中部は 1.05、朝鮮南部（済州島
は除く）は 1.25 という人種係数を抽出した。そして、この結果を Hirschfeld の人種分類
および Hirschfeld 以後の血液型人類学の研究成果に照らし、世界人種の血清学的地図上
における朝鮮民族の位置を確定しようとした。例えば、A 型と B 型の関係に焦点を合わ
せる Hirschfeld の人種分類に従えば、「朝鮮北部、中部及び全朝鮮は 「アジア ‒ アフリカ
型」に属し、朝鮮南部は辛うじて 「中間型」に属」する。しかし、O型の比率まで併せて考
慮する Ottenberg の人種分類に従えば、朝鮮民族は A、B 型に比べて O 型が少ないために
いかなる範疇にも属さず、「湖南」型や「インド ‒ 満洲」型の中間に位置づけられる。さ
らに A、B、O、AB の四つの血液型に三つの遺伝因子の頻度数を取り出す Felix Bernstein
の技法 33 を活用して調査の結果を補正し、Ottenberg の人種分類を遺伝因子頻度の比率に
よって再調整した L. Snyder の人種分類 34 に適用すると、朝鮮全体および朝鮮北部、朝鮮
中部は「インド ‒ 満洲」型に属するが、朝鮮南部は日本が属する「湖南」型に分類しうる
という結論が導かれた。




33	 ドイツの数学者 Felix Bernstein が血液型研究に及ぼした影響については James F. Crow, Felix Bernstein 
and the First Human Marker Locus,” Perspectives: Anecdotal, Historical and Critical Commentaries on Genetics, 
The Genetics Society of America, 1993 を参照。
34	 Laurence H. Snyder, Human Blood Groups: Their Inheritance and Racial Significance,” American Journal of 






































35	 日本人植民地史学者の「鮮史」認識についての古典的な説明については、김용섭「日本・韓国에 있어서 


























朝鮮』第 10 号、1926 年 6 月、3‒7 頁）で、後者の引用は、赴任とともに満洲国を視察してきた第 4代学
長の山田三良が京城帝大の使命を時代に合わせて再規定した時に使った表現である（「卒業式に於ける
山田総長の式辞」『京城帝国大学学報』第 73 号、1933 年 4 月 6 日）。
37	 山田三良の上記引用。参考までに、日帝の大陸侵略とともに京城帝大の大学理念も再び変化するが、こ








 4 次調査結果：牧藤久吉「第四回満蒙人（蒙古族ㆍ通古斯族）血液型調査」（『犯罪学雑誌』第 12 号、
1938 年）。
 5 次調査の記録は、佐藤武雄「血液型検査準備調査並ニ法医学上ノ調査概況」（『満蒙文化研究会パムフ




時期 調査地域 調査対象 調査事例数
1次






































































　ここでいう奨学金とは、1935 年から 3 年の間に、服部報公会より支援を受けた 3,000
円を指しているようだが、法医学教室の調査は帝国政府の金銭的支援や大陸を占領した
関東軍の保護の下で「匪賊の襲撃」という危険を冒しながら行われた「大陸文化戦争のた








































































42	 引用の文章は、『東亜日報』1927 年 7 月 21 日付記事のタイトルである。
